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発行:はばたき人権文化センター 

住所:〒682-0872 

 倉吉市福吉町 2 丁目 1514-7 

電話:0858－22－0232（ＦＡＸ兼） 

E‐Ｍａｉｌ：ｈａｂａｔａｋｉ＠ｎｃｎ-ｋ．ｎｅｔ 

差別落書きや差別発言などに遭遇
した場合は、倉吉市人権政策課、又
は、最寄りの人権文化センターまで
ご相談ください。 

倉吉市市民生活部人権政策課 ℡0858-22-8130 

はばたき人権文化センター ℡0858-22-0232 

生活で困っていることはありませんか？ 

家族のこと・お金のこと・就職のこと・将来への不安など、どんなことでもどうぞ。 

悩んでいることがあれば１人で抱えこまずにご相談ください。相談された内容は 

秘密厳守いたします。はばたき人権文化センターまでご相談ください。 

２日（土）：奴隷制度廃止国際デー 

３日(日）：国際障がい者デー 

   ３日(日）～９日（土）障がい者週間 

１０日(日）：世界人権デー 

   ４日（月）～１０日(日）人権週間 

 

倉吉市の就職支度金制度のご案内  

倉吉市では、新たに学校を卒業・修了する身体に障がいがある人などを対象に、就職の準備のための支度金の支給を行います。該当する人は、申請の手続きをお

願いします。 

項目 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者 同和関係者 

支給対象者 

身体障害者手帳を所有し、県

内の学校を卒業・修了した（す

る）人 

療育手帳を所有し県内の学校

を卒業・修了した（する）人 

精神障害者保健福祉手帳を所

有又は統合失調症等の精神疾

患の診断を受け、県内の学校

を卒業・修了した（する）人 

旧地域改善対策特定事業に係

る国の財政上の特別措置に関

する法律に規定する対象地域

に居住する又は居住した人で、

県内の学校を卒業・修了した

（する）人 

 

・県内の学校を卒業・修了した翌月末までに就職決定（内定）し、初めて就職する人 

・就職先が公共職業安定所又は卒業・修了した（する）学校の紹介であること 

・常用雇用者<＊１>（雇用期間が１年以上の契約社員を含む）であること 

・保護者または世帯主が倉吉市内に住所がある人 

申請書以外に必要な書

類（添付書類） 

①障がいのある人は、障害者手帳等の写し 

②就職決定（内定）がわかるもの（就職決定（内定）通知書等）の写し 

③卒業・修了した人は、卒業・修了を証する書類（卒業・修了証書）の写し 

④口座振替支払申請書 

⑤本人名義の銀行等通帳の写し 

●申請期限：令和６年２月２９日(木) 

申請後内定の場合は連絡を。随時、受付ます。 

●就職支度金の金額：２５，０００円 

●就職後に提出が必要な書類：雇用証明書 

 

 

１２月の予定 

 ７日・２１日（木）にこにこサロン １０：３０～  

 ９日（土）子ども料理教室     １１:００～   

１２日（火）スマホ教室        １０:００～ 

 

年末年始休館日 

 １２月２９日(金）～１月３日（水） 

  

第３４回福吉解放文化祭を終えて 

   「つながろう 人の輪」をテーマに３年ぶりに地元、地域

の方々が協力し合って、開催することができました。 

 

地域の方々、小、中学校、保育

園こども園、福祉施設から、たく

さんの作品を出品していただ

き、ご協力ありがとうございま

した。はばたき人権文化センタ

ー、福吉児童センター、中央児童

館の作品も見ていただき、大変

うれしく思っております。 

福吉町２丁目の皆さんが一丸となっての、うどんの振る舞い・バ

ザー出店。福吉児童センターと高校生ボランティアスタッフの活躍

と楽しいイベントとなりました。 

おしらせ 

【ばあばのランチ】１２月２４日(日) 開店１１：４５～無くなりしだい閉店             

 

 

 

会場：はばたき人権文化センター   大人３００円 

献立：お楽しみクリスマスランチ  こども１００円  お天気に恵まれ、日曜日のバザーはたくさんの方にご来場いただき、来場された方か

ら、「文化祭を開催できないところが多いのに、地域の人がたくさん協力され、動いてく

ださるのが羨ましいですね。」、「様々な作品が並んでいて、いろいろな活動をされている

こと知りました。」、「以前に比べて作品が少なくなってきているようですが、継続してい

くことが大切ですね。なかなか難しいとは思いますが、継続は力なりです。頑張ってくだ

さい。」などのお声をいただきました。コロナ禍の３年間を経て、ようやく福吉解放文化祭

として開催ができましたこと、心から感謝を申し上げます。 

部落差別と闘ってきた歴史を踏まえ、温かさやたくましさ、人と人とのつながりを絶や

さないように、未来に向かって歩みを進めたいと思います。今後ともよろしくお願いいた

します。 



 

 

 

 

 

                                                

   

 

 

 

                       

 

 

 

              

 
 

 

 

 

    

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

≪11月 こんなことしました≫ 

★第３４回福吉解放文化祭：１７日（金）～１９日（日）  
作品展・人権問題講演会・バザー等盛況のうちに閉祭することができました。 

にこにこサロン：２日（木） １０：３０～ 

福吉解放文化祭に出品する作品「人生の花を咲かせよう」が完成。 

みんなで４ヶ月かけて作りました。皆さんご覧いただけたでしょうか。 

みんなの料理教室：１２日（日） １０：００～ 

フランスの家庭料理「豚肉のビール煮込み」と「クレープ」 を作りました。 

  ハーブを入れ、ビールで９０分煮込んだ豚肉。柔らかく最高でした！               

人権問題講演会 :１８日（土） １３：３０～ 

                「終活について～自分や家族が困らないために～」 

             エンディングノートの作成、自筆証書遺言書と公正証書遺言書の違い、相続等 

分かりやすく教えていただき、皆さん熱心に聞いてくださいました。 

【3月 19 日付 新日本海新聞より抜粋】 

                              「 世の中への扉、戦争を取材する 

～子どもたちは何を体験したのか～」 

著：山本美香 出版社：講談社 

 

２０１２年８月２０日、内戦下のシリア、アレッポ取材中に命を

落とした山本美香さんのノンフィクション作品。 

アフガニスタン、イラク、チェチェン、コソボ、インドネシアなど世界の紛争地域を取材している

中で、出会った子どもたちのエピソードが綴られています。日本に住んでいると平和のありがたさ、

人権の大切さが分からないことがあります。でも,想像を広げることで、考える機会を持つことでわ

かることがあるかもしれません。戦争は最大の人権侵害です。小学生以上の子どもたちに向けて書か

れた子どもたちの戦争について考えるきっかけになる一冊です。 

世界人権宣言第４条：何人も、奴隷にされ、又は苦役に服することはない。奴隷制度及び奴隷売買は  

                いかなる形においても禁止する。 

 

 

 

 

 

 

                                       

奴隷という言葉を聞いた時、まず、最初に思い浮か 

ぶのは、黒人の奴隷制度とかではないでしょうか。奴 

隷とは、「道具として」扱われ、無賃金もしくは、ほんの 

少しの賃金で労働を強いられ人権を無視された人のこ

とです。 

最近の報道では、援助交際や、若い女性が悪質ホスト 

へ売掛金を支払うために風俗で働かされるとか、売春 

を強要されたりする事件が報道されています。 

   ←(内閣府の人身取引対策ポスター)→  

≪人身売買による奴隷制≫ 

強制労働・児童労働・物乞い 

世界では、およそ８千万人の５歳～１７歳の子どもたちが、劣悪な環境の中で危険な労働に従事させら

れています。また、新型コロナウイルス感染症による経済の困窮や学校閉鎖のために、より多くの子ども

が働かされる状況になっています。しかも、あちこちで戦争や紛争が発生して、武装犯罪集団に参加させ

られています。（２０２１年１２月６日のユニセフと ILOの発表） 

性的搾取・強制結婚 

性的欲求を満たすために犠牲になる子どもや女性がいます。売春や風俗店での強制労働やポルノ制

作、アダルト動画撮影などが起こっています。普及するＳＮＳの中でより深刻になりつつあります。 

臓器摘出 

多くの先進国では、臓器の斡旋に関して規制が設けられており、日本では臓器の提供や対価として利

益を得ることが禁止されています。臓器には需要があり、臓器売買をビジネスとして行う組織も存在して

います。ビジネスに必要な臓器を、人身売買によって手に入れるために、貧困を理由に親が子どもの臓器

を提供することもあります。 

               

 

 

 

 それ 

 

それはなぜ？その感情はなぜ起こるのだろう？どんな束縛があって、なぜ起こるのだろう？ 

どうしたらもっと楽しく生きていけるのか、自分らしく生きていけるのか考えてみましょう。 

 こんな本もありますよ。「こどもジェンダー」、「ピンクはおとこのこのいろ」、「世界で最初にズボンをはい

た女の子」、「きみがいるからおもしろい こんなこいるかな」。子どもたちと一緒に読んでみましょう。 

 

＜12 月のおすすめの本＞ 

１２月 2日は奴隷制度廃止国際デー 

１９４９年に国連で、「人身売買及び他人の売春からの搾取の禁止の関する条

約（人身売買禁止条約）」が採択された事にちなんで記念日として制定。 

★記念日のねらい：人身売買、性的搾取、悪質な児童労働、強制結婚、武力紛争に

利用する目的での児童の強制徴兵」といった現代の奴隷制の撲滅にむけた取り

組みを強化するため。 

人身売買は、遠くの外国の話ではありません。日本でも、２０２２年の被害者数４６人、検挙件数８３

件、検挙人数３７人でした。人身取引は、子どもや女性だけではなく誰にでも危険が及んでいます。日

本に滞在している外国人や、留学生・技能実習生もターゲットにされています。 

私たちの日常生活とは「別世界」のことかもしれませんが、「他人事」にしないことが大切です。 

 

 

 

《フェアトレード商品を選ぶこと》・・・SDGsへの貢献 

児童労働・強制労働ビジネスにお金を流さないようにすること、発展途上国の生産者や労働者の収入を 

安定的に増やすこと、生活の水準を向上させることにつながり、貧困からの救出、強制労働や児童労働を 

少しでも減らすことにつながります。         

            生産者や労働者に公正な対価や待遇を保障することを目的とした商品。 

          ・チョコレート・コーヒー・紅茶・スパイス・ごま・バナナ・ジャム・オリーブオイル・ 

コットン製品・サッカーボールなど。スーパーマーケットやコンビニでも購入でき、

国際フェアトレード認証ラベルがついています。 

 「こんなのへんかな?」   著：村瀬 幸浩 イラスト：高橋由為子 

 
                                   出版社：大月書店 

 社会が決めた女らしさ・男らしさにとらわれて窮屈な生き方をするのはやめ

よう。自分にも他者にも、もっと自由にのびのび生きようというメッセージを

込めて、ジェンダーフリー(性別にとらわれない自由)という見方で、子どもた

ちの日常を素材に書かれています。家庭で、学校で、世の中を眺めてみたら性

(ジェンダー)による束縛を受けていると感じたことはありませんか。 

 それはなぜ？その感情はなぜ起こるのだろうか？その窮屈さが起こるの

は？なぜ 

 

その感情は 

👇 


